一遍の宗教の歴史的性格 -1- : 神道及び禅宗との関連 by 広神 清 & Kiyoshi HIROKAMI
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何 レ カ 当 世 妹 二 利 益 候 」 と 間 う ， ｛ 』 と こ ろ 一円(―二二六ー一三―二）
時代的背景ーー諸宗の融和——
石田喜人「定町時代の時衆について」（下）（『仏教史学』第十一巻第三•四合刊号）八七頁下ー八八頁上






























そ れ に 限 ら 九 る も の で は な く 、 「 何 ノ 神 モ 、
御心同キヲャ」と締め括っているのである（策十一話）。






































し 厄 げ 九 は 左 ら 磨 い 。
このことか
一〗叫（一―ニニ九ー





彼 以 前 に あ っ
づ け よ う と す る と き 、
彼が








































































































































































































































っ ば ら 偏 執の心・我執の偏りによる こ と で
あ り 、
両派とも等しく仏意への背反を犯している、






切 言 さ れ て い る 。
















専 修 念 仏 への帰依は、
彼自身における主体的選択の必然の結果であったから、
























































皆仏性の一理を悟顕 こ と を 明 す 、
所詮は一致なり。
ー 〖 れ は 阿 弥 陀 を こ そ た の み た れ 、
の 応 、















以 一 一 無 智 身 みずからの念仏の
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） の よ う な
」のこととして、




































































そ の 礼 改 を 迫 っ た
ノ伯」は
「阿弥陀
既 二 目 ノ モ ト マ デ ｀
ス リ
「余仏余経皆イタゾラ物ナリトテ

















よ 辻 て 放 逸 の わ ざ を な す 応 の 」 が 、
門 弟 の な
ら12)
一 、
只 仙 叫 機 之 堪 不 一 也
。
























































































































若 脅 土 門 有 そ 其 志 （―-九八）年）











のふかぎながれ を く む 、
田都北京の学者、
との比較を絶してい る と し て
それ以前に
両部の大法をつにへたる、




に 対 応 す る た めの
本願に
『間誡』の論旨は
）れに絶対性 を 与 え て い た の で あ る 。
それゆえ、『間誡』
粋 土 門 へ の
帰
入を勧












又 担 二 岱 也 。





田 村 円 澄 『 法 然 』
一五一頁
( 15 ) 
前掲(8)全集八一0頁
( 14 ) (13) (12) 



























哲 学 二 忠 包 学 系 論 集
し た が っ て 、
怯 然 が 、





















仏 法 と は 、


















































































































す な わ ち 、
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一 ヨ リ テ 行 ゼ バ 、
門々仏ヲ
「唯除五
そ の 誹 誇 の 非 な る 連 由 を 、
浄土門の人については、
解 説 ノ 徳 也 。
陀 ハ
テ後二念ジ
天 台 大 師 ノ 御 意 二 背 ケ リ 。










（ 中 略 ） 他 ノ























― ― 徳 ヲ 備 へ 給 ヘ ル 弥 陀 ナ レ バ 、
名号ノ阿弥陀ハ
モ又性ナキ故二空也。












十 方 ノ 仏 ヲ 唱 同 釈 シ タ リ 。 （ 中 略 ） 況
ニ ヘ ド モ 、
因
足ヲフムニヨシナシ。
浄 土 門 、
何ゾ能入ノ事ヲ得。（下略）」卜、
釈 シ 王 ヘ リ 。
ヲ ソ シ リ 、



































































































































































































































































周 知 の よ う に 、
『 選 択 集 』 は 、
善尊の『観経疏』をもって
無 住 の こ の 伽 陀 観 こ 注 土 観 と 怯 然 の そ れ と の つぎに、



















ii上 称 二 弥 陀 名 号 己 」 外 、
称 二 自 余 一 切 仏 翌 闊 等 及 諮 且 天 等 名 号 一 、
悉名ーー称名雑行―」と述べ、










は じ め て 『 観
(21) 
「感悦髄に徹り 、













il雑 行 こ づ く と い う の で あ る か ら 、
礼拝•読踊等は、



















専 修 念 仏 の 失 の 策 二 と し て 挙 け た 「 図 二 新 像 ー 失 」 で 、


































正 定 之 業 者 即 是 称

























































然 ド モ 大 網 間 ＞ 之 。
依 二 此 因 縁 二
0
同 ク 信 ジ 、
























法 然 は 、
主体の決断を賠けて、


































『雑談集』と 無 住 は 考 え て
『雑談集』に
いわば阿弥陀仏の代弁者である。


































つ ぎ の よ
一般的思想傾同を例示するものであろう。
その そのため
ら れ る 。
にだけみられるのは




















































































と し て い る 。
度 会 家 行 ( ― 二 五 六 ' | ー 一 三 六 二 ）
「神道系図」の「伊勢
允ことは、
以 上 に 応 み て き た 辺 り で
込 め さ せ よ う と し た こ ろ 、
そ の 陰 陽 師 が 即 死 し
ま応紅く悪性の病気に
っ て 死 に 、
やがてその母も病に什れた。
彼
怯 然 に ら 佃 仕 に も 共 迎 し て あ っ 応 が 、
法 然 の
適 元 な ど 、
鎌 倉 新 仏 教 の 祖 師 た ち の 多 く は 、
在来の本
た允仏法を側面から擁設する守詭神の地位に置かれるに止まっていたが、




神祇を本地たる仏・ノ 人 神 明 ヲ
こ の よ う な 時 伏 のを み る と 、
か、



























































































































闊二命終 詞 更 勿 ＞ 怠 。
商 者 吾 乃 擁 殴 常 但 不 レ 妻 這 場 一 。
汝必
勿＞忘＞吾。






































































哲 学 ・ 息 想 学 系 論 艇
ニのように神祇と緊密に鈷びつき、




















































































































































































































































































































































































































































































































































































そ の 『 法 燈 行 状 』 は
ったのであろう、
と推定されている。
五 来 氏 の み ら れ た の は
哲学・思想学系論集
(46) 




( 47 ) 
「右慈願上人所草録。
師之緑起内大意」とあるところに注意され、
野 山 で 書 か れ た も の で あ り 、
もちろん『行実年譜』に先行する文献である。
し た が っ て 、
聞贔門有
i一教外別伝之旨羨ご見師へ
後 人 標 準 一 也 。
至＞今唱二其宗一者偏＞之。
初 参 見 歌 云
以 ＿ 一
念











自 他 所 ＞ 知 ＞ 之 也 。
況載二彼年譜ー。





『 法 燈 国 師 緑 起 』 と 同 系 ら し い 一 本 『 法 燈 行 状 』 で あ っ て
五来鳳氏は、『行実年譜』文暦二（齋禎元）（―二三五）
『 慈 顧 上 人 所 草 録 』 あ る い は 『 法 燈 国 師 縁 起 』 と い う も の が あ
正徳四(-七一四）年の成立であるというから、









































































































以 二 無 生
一 故、



















道 即 是 絶 レ言 、
故
八）の「一切衆生有二仏性―色 性 空 故 、 にもみえるが
が







































- 」 す る 息 い で あ っ た と い う か ら
の で あ ろ う 。
ま た 、


























































































































































一 逼 の 宗 教 が 「 著 し く 禅 的 」 で あ る 所 以 は 、
彼 の














そ の さ ま を
















検 吋 し て ぎ た 。
そ こ で は 、
断 片 的
